
2018．第 62号 14

誰でも参加できる開かれた説明会の開催を

団体からの要請もあり、県と協議します。
答

　

11
月
23
日
に
行
わ
れ
た
「
大

飯
発
電
所
に
係
る
住
民
説
明

会
」
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
の
区
長

や
防
災
リ
ー
ダ
ー
、
学
校
・
施

設
関
係
者
等
、
参
加
者
が
限
定

さ
れ
た
。

　

30
キ
ロ
に
壁
は
な
く
、

万
が
一
の
時
は
市
内
全
域

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。

説
明
会
で
は
「
机
上
の
論

だ
。
ど
ん
な
に
手
立
て
を

尽
く
し
た
と
言
わ
れ
て
も

福
島
の
経
験
以
降
、
信
用

で
き
な
い
」
「
区
民
に
説

明
で
き
な
い
」
と
発
言
が

あ
っ
た
。
誰
で
も
参
加
で

き
る
説
明
会
が
必
要
だ
。

　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
、
緊

急
時
に
医
師
の
指
示
を
受

け
て
服
用
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
効
果
は
服
用
後
24

時
間
で
、
追
加
の
服
用
が

必
要
な
場
合
も
あ
る
。
各

戸
配
布
と
、
平
常
時
に
受

診
し
て
内
服
の
可
否
の
判

断
が
必
要
だ
。
ま
た
二
重

に
な
っ
て
も
、
学
校
や
施

設
に
配
備
を
。

問　
問　

一般質問

原発再稼
働は市民

の命・財
産を脅か

す。

再稼働に
反対の意

思を

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

朽
木
の
区
長
や
高
齢
の

方
は
「
避
難
な
ど
出
来
な

い
。
バ
ス
な
ど
来
ら
れ
な

い
」
と
台
風
の
倒
木
や
、

積
雪
に
よ
る
通
行
止
め
の

経
験
か
ら
諦
め
て
お
ら
れ

る
。

　

滋
賀
県
知
事
は
「
現
状

で
は
再
稼
働
を
容
認
で
き

る
状
況
に
な
い
」
と
一
貫

し
て
反
対
の
態
度
を
示
さ

れ
て
い
る
。
市
長
も
反
対

の
意
思
を
。

　
　

市
長

答
　

再
稼
働
は
、
世
界
で
最
も
厳

し
い
規
制
基
準
を
踏
ま
え
て
規

制
委
員
会
が
判
断
し
、
国
の
責

任
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
総
合

的
に
勘
案
し
た
上
で
判
断
を
さ

れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

事
前
の
受
診
は
、
現
時
点
で

は
必
要
な
い
と
考
え
ま
す
が
、

今
後
は
必
要
に
応
じ
国
・
県
と

協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

規
制
庁
の
資
料
で
も
、
24
時

間
前
の
摂
取
が
一
番
効
果
が
あ

る
と
の
こ
と
。
２
回
目
の
摂
取

が
必
要
な
場
合
は
、
他
地
域
へ

避
難
す
る
時
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
、
市
は
一
日
分
を
備
え

て
い
ま
す
。

　
　

政
策
部
長

答
　

県
に
も
要
請
が
出
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
対
応
を
国
や
県
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
参
り
ま

す
。

　
　

政
策
部
長

答

　

万
が
一
、
原
発
事
故
が
発
生

し
て
も
直
ち
に
服
用
の
指
示
は

出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
配
布

体
制
を
整
え
る
時
間
的
余
裕
は

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大飯発電所に係る住民説明会

安定ヨウ素剤　内服ゼリー（左）と丸薬（右）

福井　節子 議員

●
介
護
の
実
態
把
握
と
現
状
で

の
問
題
点

●
企
業
誘
致
も
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
市
民
に
役
立
つ
か
、

慎
重
に
議
論
を

そ
の
他
の
質
問

　

原
発
は
コ
ス
ト
が
安
く

火
力
発
電
は
コ
ス
ト
が
高

い
と
説
明
す
る
が
、
廃
炉

費
用
も
被
災
者
へ
の
補
償

も
含
め
ば
天
文
学
的
数
字

問　


